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1. はじめに 
  HTML に代わる次世代の Webドキュメント記述言
語として，XML が注目されている．XML は，高度
なデータ記述能力および豊富なリンク機能を備えて
いる点で HTML に比べ優れているとされるが，特に
注目すべき点として，文書とリンクを分離することが
可能となっていることが挙げられる．HTML 文書は
リンクを文書に埋め込む必要があったため，文書の内
容を別のハイパーテキストにおいて利用したい場合，
古いリンクの除去と新しいリンクの付加といった文
書自体の再編集を行う必要があり，再利用は必ずしも
容易ではなかった．これに対して，XML では文書間
のリンクを別の文書として記述することが可能であ
るため，リンクに関する文書を新たに作成するだけで，
あるハイパーテキストを構成していた文書群の再利
用が可能となる． 
  XML は上記のような様々な機能を備えており，機
能的には HTML に比べて優位性を持つが，同時にそ
の文法は比較的複雑であり，これまでの HTML のよ
うにエンドユーザが作成するのは難しかった．このた
め，XML 文書の記述を助けるエディタの研究開発が
盛んに行われている．しかしながら，これまでに開発
されているエディタは文書を中心としたものであり，

XML の重要な特徴である，文書とリンクの分離を活
かしたものではなかった．この特徴を活かすためには，
文書エディタの他に，文書に対して外部からリンクづ
けするためのリンクエディタが不可欠といえる． 
  本研究では，XML 文書群が与えられることを前提
として，XML 文書間のリンク付けをグラフィカルに
行うことによって，リンクに関する文書（ハブ文書と
呼ぶ）を簡単に作成できるリンクエディタを開発して
いる．このハブ文書を XML ブラウザが読み込むこと
により，リンクが埋め込まれていない文書間のリンク
をブラウザが認識することができる．このリンクエデ
ィタは，W3C の勧告案で示された XML のリンク機
能に準拠したものとなっており，XPointer による文
書内のアドレッシング機構および XLink によるリン
ク機構を実現している．また，リンク付けの方法とし
ては，文書もしくは部分文書間のリンク付けを行うペ
ージビューと，文書や部分文書のグループ化に用いら
れるラベルに着目して，ラベル間のリンク付けを行う
ラベルビューを実現している．これらの二つのビュー
の相互変換も既に実現している． 
  以下，本稿では，本システムの構成およびその中核
となるリンクエディタについて述べた後，具体的に実
現されているリンク機能の説明する．また本システム
の利用法の検討を行う． 

2. XML 文書のリンクエディタ 

2.1.  システムの構成  
  リンクエディタを中心とした本システムの構成を
図１に示す．まずユーザはリソースとなる XML 文書
から必要なものを取り出し，その関係をリンクエディ
タ(図２)により記述する．その作成されたリンク情報
はハブ文書として出力される．そのハブ文書を XML
ブラウザが読み込むことにより，単なる文書の集まり
であったリソースがリンクエディタで記述されたリ
ンクを持つハイパーテキストとして機能する．このと
きブラウザが別のハブ文書を読み込んでいれば，同じ
文書群はそのハブ文書に従って別のハイパーテキス
トとして機能する． 
  な お XML ブ ラ ウ ザ は 独 自 に 用 意 し た
XLink,XPointer 対応ブラウザである．独自のものを
用いる理由としては現在の配布されている一般的な
Webブラウザの中に XLink，XPointer に対応したも
のが存在せず，リンクエディタで作成されたハイパー
テキストを読み込んでもハイパーリンクとして機能
しない為である．  

図１．システム構成 

2.2.  リンクエディタの機能  
  リンクエディタの機能として主なものに下記の 2
つがある． 
・ハブ文書の作成 
・ラベルビュー・ページビューによるリンク付け 
  1つ目のハブ文書の作成とは，リソース間の関係で
あるリンク情報とそのリンクの付加情報(作成者，タ
イトル)が記述されたハブ文書を出力できる機能であ
る．閲覧者がまず最初に閲覧することになる文書であ
り，それを読み込むことによりリンクエディタで作成
した文書間のリンクをブラウザが認識することがで
きる． 



  2つ目のラベルビュー・ページビューによるリンク
付けだが，これは本リンクエディタでは文書もしくは
部分文書間のリンク付けを行うページビューと，文書
や部分文書のグループ化に用いられるラベルに着目
して，ラベル間のリンク付けを行うラベルビューがあ
り，ユーザがこれら２つのビューを利用してリンク付
けを行える．ラベルビュー(図 3)ではユーザはラベル
をキャンバス上に配置し，その配置したラベルを結ぶ
ことによりリンクの構造を作る．そしてそのラベル値
を持つリソースをラベルに追加する事によりリソー
スのグループ化ができリンクを作成することが出来
る．このラベルビューの利点は同じ構造を持つリンク
を大量に作成するのが容易である点である． 
  次にページビュー(図 4)では，ユーザはリソースと
なる文書をキャンバス上に配置し，リンクで関係付け
たい文書または部分文書を結ぶことによりリンクを
作る．その為文書間の関係がユーザにとって視覚的に
理解しやすくリソース間のリンクの流れがわかりや
すいという利点がある．またこれらのビューは相互変
換することが可能であり，リンク作成の状況に応じて
ビューを変換することにより互いの利点を生かした
リンク作成が可能になる． 

 
図 2.リンクエディタ     

図 3.ラベルビュー 

図 4.ページビュー 

2.3.  対応しているリンク機能  
  XLink では文書とリンクの分離以外に様々なリン
ク機能を提供する．そのリンク機能として一方向リン
ク，複数リソース間のリンク，リンク先リソースをリ
ンク元リソースに埋め込むリンクがある．一方向リン
クは HTML に見られるような単純なリンクで，複数
リソース間のリンクとはリンク先が複数あり，閲覧者
にリンク先を選択してもらう多方向リンクである．そ
してリンク先をリンク元に埋め込むリンクとは，文書，
または文書の一部をリンク部分に埋め込んで表示す
るリンクである．現在までのところ前の 2 つの機能に
関してはリンクエディタに実装済みだが，最後の機能
については未実装である． 

3. まとめ 
  HTML 文書は，リンクを文書内に埋め込む必要か
ら，その内容もある特定のハイパーテキスト構造を前
提として書かれることが多かった．これに対して，今
後，Web文書の主流となることが予想される XML 文
書の場合，文書とリンクが分離されている事から，特
定のハイパーテキスト構造を想定した内容記述を行
う必要がない．このようにリンクと独立した内容記述
を持った文書が多くなってくれば，それらを文書作成
者以外の多くの人々が共有し，必要に応じてある文書
群に対して必要なハイパーテキスト構造を与えて利
用するといった形態が普及してくると考えられる．本
リンクエディタは，このような利用を容易にするため
に不可欠なものと言える． 
  本リンクエディタは現時点では仕様に従ったリン
ク機能を実現しているだけであるが，今後は，適応的
なハイパーテキストのオーサリングツールとして必
要な機能を付加してゆく予定である．具体的な対象と
しては，製品のマニュアルや教材としてのハイパーテ
キストなど，個々のユーザの知識や状況に応じて異な
った説明を行うことが望ましく，また，個々の説明単
位の独立した記述が容易な領域を想定している． 
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